
１ 雑草防除 営農のてびきP.32～35参照  
・雑草が残った場合は、雑草の種類に応じて除草剤を遅れずに散布しましょう。 
・除草剤は、直播栽培で登録のあるものを使用し、登録内容（散布時期、散布量及び散布回数など）

を必ず確認しましょう。 
・粒剤の中後期剤は、散布前に軽い田干しと溝切りをしてから、入水・散布しましょう。 
・田面の亀裂が大きい場合はしっかりと入水し、水位が落ちついてから散布しましょう。 

・ホタルイなどの雑草処理限界葉齢も確認しましょう。 
・他の畑作物や河川等に拡散しないよう注意しましょう。 

 
（１）中後期剤 (特別栽培米では使用しない) 

 対象 
雑草 

使 用 薬 剤 
使 用 時 期 10a当たり 

使 用 量 

総使用 
回 数 

使用上の注意等 
直播 

特

栽

米 

使

用

不

可 

ノビエ 
広葉 
雑草 

サンパンチ 

１ｷﾛ粒剤 

稲３葉期～ﾉﾋﾞｴ3.5葉期まで 

(収穫60日前まで) 
１kg １回 ・散布後７日間は湛水状態を保つ。 

テッケン 

１ｷﾛ粒剤 

稲４葉期～ﾉﾋﾞｴ４葉期まで 

(収穫60日前まで) 
１kg １回 ・散布後７日間は湛水状態を保つ。 

アクシズＭＸ 

１ｷﾛ粒剤 

稲１葉期～ﾉﾋﾞｴ４葉期まで 

(収穫45日前まで) 
1kg １回 

・散布後７日間は湛水状態を保つ。 
・ﾉﾋﾞｴ3.5葉期までの散布で効果が高い。 

レブラス 

ジャンボ 

稲１葉期～ﾉﾋﾞｴ４葉期まで 

(収穫60日前まで) 

40g 

× 

10個 

１回 
・散布前に水の入れ替えを行い、5㎝以上

の深水で散布する。 
・散布後７日間は湛水状態を保つ。 

ウィードコア 

１キロ粒剤 

稲３葉期～ﾉﾋﾞｴ４葉期まで 

(収穫60日前まで) 
1kg ２回 ・散布後７日間は湛水状態を保つ。 

広葉 
雑草 

バイスコープ 

１ｷﾛ粒剤 

稲３葉期～出芽60日まで 

(収穫45日前まで) 
1kg １回 

・湛水またはごく浅水で散布。 
・ｲﾈ科（ﾉﾋﾞｴ等）には効果がないので注意。 
・晴天が続く日を選んで散布する 

（２）残草処理剤 
 対象 

雑草 
使 用 薬 剤 

使 用 時 期 10a当たり 

使 用 量 

総使用 
回 数 

使用上の注意等 
直播 

特

栽

米 

使

用

不

可 

ノビエ 
クリンチャー 

１ｷﾛ粒剤 

播種後10日～ﾉﾋﾞｴ３葉期まで 

(収穫30日前まで) 
１kg 

２回 
以内 

・残効性が無いので注意する。 
・ﾉﾋﾞｴの葉齢により使用量を調整。 
・多量の降雨が予想される場合や漏水が大き

いほ場では使用しない。 
播種後25日～ﾉﾋﾞｴ４葉期まで 

(収穫30日前まで) 
1.5kg 

ノビエ 
広葉 
雑草 

クリンチャー

バスＭＥ液剤 
播種後10日～ﾉﾋﾞｴ５葉期まで 

(収穫50日前まで) 
1,000ｍｌ 

２回 
以内 

・晴天が続く日を選んで散布する。 
・スポット処理可 
・落水またはごく浅水で散布する 

ワイドパワー 

粒剤 

稲４葉期～ﾉﾋﾞｴ４葉期まで 

(収穫45日前まで) 
３kg １回 

・ごく浅水状態で散布。３日間以上そのままの

状態を保つ。 

・散布後７日間は降雨があっても落水しない。ス

ポット処理可。 

特

別

栽

培

米

で

も

使

用

可 

ノビエ 
ヒエクリーン 

１ｷﾛ粒剤 

稲３葉期～ﾉﾋﾞｴ４葉期まで 

(収穫45日前まで) 
１kg １回 

・多雨が予想される場合や漏水が大きいほ場

で使用しない。 
・直播で播種時に使用した場合は使用しな

い。 

広葉 
雑草 

バサグラン粒剤 
稲３葉期～ 

(収穫４５日前まで) 
３kg １回 

・晴天日を選び、散布後４日間は入水・落水

をしない。 
・散布時の水管理 

 粒剤：ごく浅水、液剤：落水 

・スポット処理可。 
バサグラン液剤 

播種後35日～ 

(収穫４５日前まで) 

500～700 

  ml 

２回 
以内 

ノビエ 
広葉 
雑草 

ヒエクリーン 

バサグラン粒剤 

稲３葉期～ﾉﾋﾞｴ４葉期まで 

(収穫45日前まで) 
３kg １回 

・ごく浅水状態で散布し、３日間はそのまま

にして、その後湛水状態にする。散布後、

降雨があっても落水しない。 

【除草剤体系】 

直播 



【飽水管理】 
足跡に水が 
残る程度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 播種から除草剤散布時期の水管理（５月上旬播種の場合） 

 
※イネと雑草（ノビエ・ホタルイなど）の葉齢を確認して、散布時期や除草剤を決めましょう 

 

 

２ 水管理 
・水管理の効率を上げ田干しや中干しの効果を高めるために、溝切りを確実に行いましょう。 

・直播は低節位の分げつが発生し、過繁茂になりやすいので、早めに中干しを行いましょう。 

 
 

 

 

 

 

・中干し後は、土壌に応じた間断かん水を行い、根の活力維持に努めましょう。 

ただし、てんこもりは飽水管理とし、葉色の維持に努めましょう。 

・幼穂形成期以降は、飽水管理（足跡に水が溜まる程度）としましょう。 
 

雑草の発生状況に応じて、中期・後期剤を散布

イネ葉齢 0.5L 1.0L 1.5L 3.0L 4.0L

自然落水

田干し 深水管理 浅水管理 ※除草剤散布時は深水
水管理
播種後日数 0 7 10 13 17 23 35

播種　　　(コシヒカリ５月上旬播種の場合）

プライオリティ1㌔粒剤

（入水後、水が落ち着いてから）

サンパンチ1㌔粒剤
（稲３葉期～ノビエ3.5葉期・

ホタルイ４葉期）

テッケン1㌔粒剤
（稲４葉期～ノビエ４葉期、ホタルイ４葉期）

※中干し開始：目標穂数の８０％茎数を確保した頃 

例) コシヒカリ 

１㎡当たり約 290 本（ｍ間約 90 本程度）になった頃 

 （目安：５月初旬播種で 播種後 35 日頃） 

【間断かん水】 
足跡に水がなく 

なったら入水 

 

１～２日湛水 

→３日落水 

 

 


